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令和６年度西成区運営方針経営課題における具体的取組
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西成区の歴史・芸術文化・観光資源を活かし、にぎわいを創出するとともに、広く情報発信することで
区民の方の愛着を深め、区外の方が魅力を感じる取組みを進める。

西成区文化観光振興事業

取組実績

目的

8,262千円Ｒ６予算額8,311千円Ｒ５予算額

自己評価
今後の方針

・取組みにより、区内外の方に西成区の魅力を
感じていただく場の提供ができた。

・引き続き、西成区の歴史・芸術文化・観光資源

を活かし、にぎわいを創出し、広く情報発信す
ることで区内外の方に魅力を感じていただける
ように取組みを進めていく。

• 大阪フィルハーモニー協会と連携協定を締結。さらなる音楽鑑賞会等の機会の拡充（クリスマスロビー
コンサート、小学４～６年生を対象としたオーケストラ鑑賞会など）

• 大阪フィルハーモニー交響楽団出前授業の実施（３中学校、５小学校）
• 大阪府中小企業家同友会西成住之江支部と連携し、西成しごと博物館を実施（参加者357人）
• 芸術文化活動を通じたにぎわい創出のイベント「ちょちょまうヴァナキュラー」を実施（参加者1,447人）
• 新今宮エリアの魅力向上イベント「新今宮ワンダーランド2024」の開催を支援（参加者130人）

大阪フィルハーモニー
クリスマスロビーコンサート

「ちょちょヴァナ2024・秋」
の様子（お茶碗作り）

3



地域活動協議会の運営を支援することにより、地域課題の解決や地域コミュニティの
活性化等を図る。

地域コミュニティ支援事業

取組実績

目的

65,151千円Ｒ６予算額63,503千円Ｒ５予算額

自己評価
今後の方針

• 地域活動協議会の自律的な組織運営に向けた支援
• 地域活動協議会に対して補助金を交付し、地域課題の解決や地域コミュニティの活性化等

を目的とする事業の実施を支援
• 「区民まつり」や「成人の日記念のつどい」などの区主催イベントや

地域団体が主催するイベントにおいて、地域活動協議会や町会加入
勧奨に関する周知活動を実施

• 職員による地域活動の取材記事を写真と共に区SNSにて発信（５回）
• 西成区地域活動協議会まちづくりフォーラムを開催（令和７年３月16日）

まちづくりフォーラムのようす

• 地域活動協議会に対する運営・会計支援により、適切な組織運営及び会計処理が行われ
ている。

• 積極的な情報発信を継続するとともに、使用する媒体や内容などについてターゲットを意
識した取組みを行い、住民の活動参加や新たな担い手の確保につなげていく。 4



緑化推進事業

取組実績

5,937千円Ｒ６予算額5,179千円Ｒ５予算額

自己評価
今後の方針

地域活動への動機付けや、地域コミュニティの再生を目的に、高齢者の生きがいづくりや、つ

ながりづくりとしての地域拠点・活動場所の創出、また、地域資源の一つであるボランティアの

参画・協働による地域活動として、「種から育てる地域の花づくり」事業を実施し、うるおいのあ

る美しいまちづくりを進めるとともに、景観の向上により不法投棄や迷惑駐輪の軽減を図るな

ど、住みよいまちづくりをめざす。

目的

【種から育てる地域の花づくり事業の実施】
・ 年2回地域へ出荷(年間約 50,000株）
・ ボランティア意見交換会（年９回）
・ ボランティア募集の取組

募集チラシ配布、SNS、HP、広報紙への掲載
・ 花と緑の講習会の実施 年５回
・ フラワーサポート勉強会 年９回
・ 区内小学校における講習会 年２回

フラワーサポート勉強会 小学校における講習会
ジュニア緑化リーダー講習会（２年生）

・ 区民の皆さんが自分たちの手で種から花を育て、公園、道路、学校などに植えることで、愛着を深めながら自主的なまちづくりへ
の参加意識を高めることができた。また、ボランティア相互の意見交換会や、ボランティア主体による花と緑の講習会を開催し、区
民の緑化に対する知識や意識の向上に取り組んだ。

・ 「種から育てる地域の花づくり」事業は、区民の自主的なまちづくりへの参加意識を高めるとともに、地域活動への動機付けとなり、
住民同士のふれあいやコミュニケーションが活性化され、「健康・いきがいづくり」や「こころの健康づくり」に役立つことが期待される
ことから、今後も引き続き実施する。 5



人権問題は身近な問題であるという意識を一人ひとりが持てるよう、人権問題に対する理解と認識を深め

る取組みを進める。人と人との豊かな関係づくりから、人権が尊重されたまちづくりへとつなげる。

区における人権啓発推進事業

取組実績

目的

２,０００千円Ｒ６予算額２，０００千円Ｒ５予算額

自己評価
今後の方針

【人権啓発テーマ「ちがいを認めるところから。」に沿い、多様な人権啓発事業を実施】
・ 地域の関係団体から意見を聞く場や情報交換を行う場として、「人権

啓発推進会」を実施。

・ 人権啓発推進員と連携協力し、人権週間での街頭啓発や、各種啓発
事業を一緒に実施。

・ 映画会や音楽イベント、直近の人権課題をテーマ
にした市民向け人権啓発講座の開催。

・ 人権啓発コーナーや広報紙への啓発記事の掲載。

・ 啓発講座とイベントの参加者アンケートで「人権の意識は高まった」の肯定意見が91.3％と、
多様な手法で啓発を行ってきたことで、区民の意識変化の一助を担っていると言える。

・ 引き続き、多様な手法で人権啓発の取り組みを進めていく必要がある。

6



地域で暮らす住民同士がつながりをもち、支え合える地域づくりをめざす。

西成区地域福祉推進事業

取組実績

目的

７９２千円Ｒ６予算額９２７千円Ｒ５予算額

自己評価
今後の方針

• 地域活動への参加促進や世代間交流の
活性化に向けた取組みとして、ボッチャ活動や
ｅ（イー）スポーツの体験会を実施

• 個別避難計画の作成（累計２２７件）
• 「同じ地域で生活する外国人住民とつながる」をテーマの

地域福祉フォーラムを開催（令和６年１１月３０日）

• ボッチャは、住民同士の自主的な活動が活発化し、ｅスポーツは男性の参加率が高く、とも
に地域行事への参加促進に有効な活動であると考えられるため、引き続き世代間や地域
間の交流の活性化に取り組む

• 個別避難計画の作成（令和８年度までに累計３００件）

• 地域福祉フォーラムは、関心の高かった多文化共生に関する内容をテーマに引き続き取り
組む

地域のボッチャ活動の様子

e（イー）スポーツ体験会の様子
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西成版サービスハブ構築・運営事業

取組実績

38,211千円Ｒ６予算額35,490千円Ｒ５予算額

自己評価・今後の方針

・就労に向けた課題を多く抱える生活保護受給者に、就労意欲の喚起や生活習慣の改善を

支援し、就労やボランティアによる社会参加を促す。

・就労や地域社会への参加を生み出すことにより「再チャレンジ」に取り組む利用者を支援し、

「まちの活性化・イメージアップ」につなげていく。

目的

・対象者に合わせた支援プログラムを行うことで、着実にステップ
アップを積み重ね、社会参加を促すことができた。

・引き続き、対象者に合わせた支援プログラムの実施と、就労体験
やボランティアの開拓に取り組む。

・対象者に合わせた支援プログラムを作成し、支援を実施
・対象者に合わせた就労による自立の支援を実施

・就労体験やボランティアを開拓し、対象者に合わせたマッチング
を実施

市営住宅の清掃 市営住宅の草刈り

就労体験（調理） 就労体験（清掃）

○支援件数 （目標）50件 （実績）56件
○中間的就労創出件数 （目標）15件 （実績）26件
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